
　日本エクスラン工業（株）は、アクリル素材で吸放湿をする 
微粒子を紙にコーティングしたデシカントローターを開発しま 
した。ビルや工場では一般にヒートポンプ式空調が使われます
が、ヒートポンプに入る前の空気を吸湿し、その後に冷媒と接触
させると、ドレン水の排出がなく、エネルギー効率の高い冷房
ができます。また、冬場は湿度を与えることで効率の良い暖房
ができ、従来型のヒートポンプ式空調に比べて大幅な省エネが 
実現できます。
　この、より低温、低エネルギー
で、素早く再生できるデシカント
ローターが評価され、2022年に
パナソニック製エアコンに採用 
されました。パナソニック（株）と
当社の共同システム設計により、
業界トップの省エネ性能を実現
した結果、2021年度､2022年度
連続でパナソニック（株）が「省 
エネ大賞」を受賞されました。

　建築物の屋上防水で標準的な工法の一つであるウレタン 
塗膜防水通気緩衝工法では、従来クロロプレン系接着剤を使用
しており、接着剤に含まれるトルエン、キシレン等が大気中に 
拡散するという大きな問題がありました。これらの化学物質は、
現場作業者の健康被害や光化学スモッグの原因となり、スモッグ
の化学変化による温暖化への影響も懸念されるため、削減ある 
いは不使用が望まれていました。
　東洋紡STC（株）が新開発したアスファルト系自着型通気 
緩衝シートは接着剤を使用せず、屋上にそのまま貼ることが 
できるため、大気汚染の心配がないだけでなく、工事工数も 
大幅に削減でき、従来品に比べ
て環境負荷も工事費も低減
できます。今後も地球環境に 
配慮した産業資材の開発により 
事業と環境の両方に貢献して 
いきます。
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